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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ケラチン遺伝子ファミリーのメンバーです。ケラチンは、上皮細胞の構造的完全性を担う中間径フィラメントタンパク質であり、サイトケラチンと毛髪ケラチンに分類されます。ケラチン15は、明確なタイプIIパートナーを持たないI型ケラチンです。ケラチン15は、主に胎児表皮や胎児爪などの重層組織の基底ケラチノサイトで発現しています。ケラチン15の発現は、乾癬や肥厚性瘢痕などの一部の過剰増殖状況においてダウンレギュレーションされます。乾癬や肥厚性瘢痕のケラチノサイトは活性化されているため、ケラチン15の発現はケラチノサイトの活性化と両立せず、活性化表現型を維持するためにケラチン15遺伝子がダウンレギュレーションされていると考えられます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	A431 細胞溶解物に対する KRT15 マウス mAb を使用したウエスタン ブロット分析。
	

	KRT15マウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞（左）およびPACN-1細胞（右）の免疫蛍光染色。赤：DY-554ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	KRT15 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した PACN-1 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	KRT15マウスmAbを用いたパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学分析

